














第 2 章 現状と課題

1 これまでの取組

平成30年度(20 18年度）から令和3年度(2021年度）までを計画期間とする「宇部市
観光戦略アクションプラン」では、 「ひともまちも元気になる観光まちづくり」を基
本理念として「まちの魅力づくり」「観光産業の推進」「共生社会・観光おもてなし

体制強化」「DMOの確立」を大きな柱とし、 1 0の戦略を体系立てることにより、 観
光によるまちづくりを進めてきました。

戦略1

戦略2

ときわ公園を核とした観光戦略

季節ごとのイベント情報等をウェブサイト等で広 く情報発信するととも
に、 動物・植物連携学習プログラムを開発 ・パッケージ化し、 県内小学校
に向けてスタデイツアーの積極的な誘致活動に取り組みました。 また、 宿
泊施設とタイアップしたツアープランの造成を行いました。

ときわミュ ージアム「世界を旅する植物館」をフィ ールドに、 チ ームラ
ボによるテクノロジー ・アートのイベントを行いました。 平成30年(2018
年）には、 山口ゆめ花博と連携し、 夜のイベントを開催することで誘客を図
りました。

「 TOKIWA ファンタジア」「さく らまつり」「しょうぶまつり」な
ど、 緑、 花、 野外彫刻等の資源を生かし、 四季を通じて多彩なイベントを
開催したほか、 山口ゆめ回廊博覧会を契機とした広域連携による誘客を図
りました。

「第28回U B E ビエンナー レ」を国内外に情報発信しました。 特に、 ス
デペインのカステジョ ・ ・ ラ ・プラーナ市については、 平成31年(2019

年）4月の姉妹都市提携の際にUBEビエンナ ー レの魅力について紹介しま
した。

本市が共生社会ホストタウンに登録されたことから、 UBEビエンナー レ
出展作家によるシンボル彫刻をときわ公園内の湖水ホールアー トギャラリ
ーに設置しました。

地域資源を生かしたツ ー リズム戦略

産業観光バスツアーにおいて、 「常盤湖世界かんがい施設遺産を巡るツ
アー」、 「宇部港工場見学クルーズ」等の新たなコースを開発するなど、
プログラムの充実を図りました。

3大まつり（宇部まつり・花火大会・新川市まつり）を契機とした中心市
街地のにぎわい創出を図りました。 令和2年(2020年）は、 新型コロナウイ
ルス感染症拡大防止のため、 すべてのまつりを中止しましたが、 令和3 年
(2021年）の市制施行100周年のPRも兼ねた「オンライン宇部まつり」を
開催し、 新しいまつりの在り方を示しました。

地域との協働による「まちあるき」により、 観光資源の掘り起こしを行
いました。 また、 山口ゆめ回廊博覧会での「ゆめ散歩」や、「てくてくまち
歩き 市制施行100周年記念」 などを実施しました。
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